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研究背景 • 目的
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問題点：
• 常時に各検出手法の有効性を保証が必要
• フュージョンした結果の自己優劣判断がなし
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提案手法
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• 処理の流れ • ネットワークの構造
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実験結果
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• フュージョンした結果 • 評価
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まとめ・今後の課題

まとめ

 前期データ品質評価及び後期フュージョン結果の自己優劣判断を含むフュージョン手法を提案した

 処理時間が長い、リアルタイムが困難

 ある検出方法の失効による認識失敗問題を解決

 多検出方法のフュージョンにより検出結果の精度と信頼性が向上

今後の取り組み

 ネットワークの改良

 複雑な場面で実験の実施

 センサー失効ときの解決案を考察
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